


副費を賦課する時点には、①購入時と②庫出時の二通りあり、
②の場合は1,260円のA(借方差異）となる。ただし、＜資料＞4.の前月末
の棚卸高には副費を含んでいることから、KKSでは問題全体としては
①の購入時に処理しているという前提であると考え、
1,080円（A）を正解、1,260円（A）を別解とする。

別解　1,260円（A)




